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技術センターの設立

●技術センターの概要

○大規模な災害の頻発、社会資本の老朽
化の進行に対する懸念が増大する中、国
土交通省として、これらの事態に対応する
ための現場力の強化が求められており、
そのための技術開発が喫緊の課題

○特定の災害（地震・津波、火山及び雪
害）対策及び構造物の維持管理に関する
建設技術の研究開発の推進体制を整備

◆平成２５年６月４日

国土交通省（本省大臣官房）に特定建設技術開発推
進室を設置

→建設技術の研究開発の実行を適切にマネジメント

◆平成２５年７月１日

関東・北陸・中部・九州の４つの地方整備局に特定
テーマに係る「技術センター」を設置

→特定テーマ（維持管理、雪害、地震・津波、火山対
策）に係る研究開発をより効率的に推進

特定建設技術開発推進室
本省大臣官房

【技術センター開所式】
（左）北陸 （右）中部

中部
地震津波対策技術センター

（地震・津波対策）
中部地整

九州
防災・火山技術センター

（火山対策）
九州地整

【特定建設技術開発推進室と技術センター】

北陸
雪害対策技術センター

（雪害対策）
北陸地整

関東
維持管理技術センター
（構造物の維持管理）

関東地整

中部地震津波対策技術センター

3



○研究開発の推進

・特定テーマ（維持管理、雪害、地震・津波、火山
対策）に関する研究開発を推進

【無人化施工に関する検討】

○地方公共団体等への支援
（技術的支援）

・地方公共団体からの依頼を受け技術的支援を実施

（研 修）

・地方公共団体職員等の技術力育成のための研修
を運営

【地方公共団体管理橋梁への技術的支援】

○多様な機関との連携等
・国土技術政策総合研究所、（国立研究開発法人）
土木研究所と連携した研究開発、関係機関との意
見交換等を実施

【地方公共団体等との意見交換】

○情報発信

・研究開発の成果や各種の情報等を発信

【道路利用者への情報発信】

技術センターの取組み
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技術センターの設立中部地震津波対策技術センターの概要

○設置目的
・ 地震・津波に係る以下について、建設技術の研究及

び開発を進めることを目的としています
①「現場対応への技術検討」、②「広域的な地震・津

波対策の推進」、③「地方公共団体への支援」
○役割
・ 地震・津波対策に係る技術開発や各種検討等につい

て全国を総括して主体となって進めます
・ 具体的な成果を広く全国に発信、普及していきます

①現場対応への技術検討

○地震津波対策に係る技術開発、災害対策用機械
等の改良・開発

・排水オペレーション支援システムの開発

・道路啓開オペレーション計画実行支援システム

の開発

②広域的な地震・津波対策の推進

○広域連携防災訓練

○災害対策用機械の操作訓練

（照明車） （無人化施工バックホウ）
災害対策用機械の操作訓練

③地方公共団体への支援

○防災意識改革と防災教育及び人材育成の推進

防災教育担当者会議

企画部
機械施工管理官
施工企画課

【センター長】企画部長 平成25年7月1日設置

【副センター長】中部技術事務所長

【センター員】

河川部
河川計画課

中部技術事務所
（道路・機械）副所長 建設専門官
防災・技術課 地震津波対策技術課
技術情報管理官

道路部
道路管理課

※平成31年4月組織改正

総括防災調整官
防災室
災害対策ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ室

地震津波対策官

各県の「防災教育の取組状況」

（中部技術事務所HP）

中部地震津波対策技術センターの組織

「 防 災 」 タ ブ の
中 部 ５ 県 の 防 災 教 育 の 取 組 状 況

中部地震津波対策技術センター
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南海トラフ巨大地震で想定される被害

南海トラフ巨大地震と東日本大震災との被害想定の対比

中央防災会議「南海トラフ巨大地震の被害想定について（第一次報告）」

（平成24年8月29日）より

中部地震津波対策技術センター
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濃尾平野の排水計画

伊勢湾台風による堤防決壊・湛水状況

■濃尾平野の排水計画の策定・公表(H25.8策定)

日本最大の海抜ゼロメートル地帯が広がる濃尾平
野において、南海トラフ巨大地震による津波浸水、
大型台風による高潮・洪水被害を想定。

具体的な堤防仮締切、排水作業の手順等をとりま
とめ、更に中部地方整備局管内全域へと展開。

中部地震津波対策技術センター

排水作業手順

地震・津波による浸水想定
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出展：濃尾平野の排水計画【第１版】

出展：濃尾平野の排水計画【第１版】

出展：濃尾平野の排水計画【第１版】
南海トラフの巨大地震モデル検討会
（第二次報告）を参考に河川部で作成



排水オペレーション支援システムの概要
中部地震津波対策技術センター

●排水状況（実排水量）把握

●排水計画に即した効率的・効果的な
排水オペレーションの実現

●安全対策、二次被害防止

水際付近に極力立ち入らず、排水ポンプ
車の燃料等の計器の状態を遠隔監視

災害時の通信途絶・商用電源利用不可
を想定し、自律的に通信網を構築する
水位計を開発

特徴１．衛星SAR等の画像を
活用 し た早期の浸水
範囲の把握

②排水ポンプ車状態監視
システム（DSシステム）

①被災状況把握・提供システム

③移動式アドホック型簡易水位計

【現場側】

JAXA連携
（浸水判読データ

の取り込み）

迅速に復旧作業に着手し効率的な排水作業を実施するため様々なツールを準備

【本部側】 特徴２.湛水量の算定ツール
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①被災状況把握・提供システム(1/2)

■JAXAデータ活用の流れ

受信

撮影

浸水域判読処理

データ
公開

データ受信

浸水範囲データ

・浸水範囲の確認・データ作成（湛水面積・湛水量算定）
・他の情報との組合せ・補完 （ヘリテレ、アドホック水位計等）

だいち防災
Ｗｅｂ

情報共有

ＤｉＭＡＰＳ

浸水ポリゴン
データ作成

被災状況把握・提供システム

出典：2018年11月05日 国土交通省の大規模津波防災総合訓練で「だいち2号」を利用
http://www.satnavi.jaxa.jp/project/alos2/news/2018/181105.html  を元に一部加筆

ＪＡＸＡ 中部地整 国交省全体

中部地震津波対策技術センター

JAXAホームページ（だいち防災Webポータル）

だいち2号が捉える津波浸水
災害前と災害後の観測画像をカラー合成し作
成。赤着色箇所が推定浸水範囲（訓練用に模
擬的に作成）
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データリストの表示

クリック

JAXA提供画像

JAXA衛星（だいち2号 ALOS-2）の活用

早期の被害状況・浸水範囲の把握

JAXA
ALOS-2

JAXAの判読結果をリアルタイムで取り込み可能



①被災状況把握・提供システム(2/2)

クリック

JAXA判読結果を参照しながら
任意形状の浸水ポリゴン描画

・描画終了後に浸水域が追加
・浸水面積と湛水量が自動算出
・地区名、名称を入力して排水状況を管理

ALOS２画像解析サンプルはJAXA提供
ファイル出力機能

【湛水量の計算方法】Webブラウザ上で軽快に
動作するよう計算方法を工夫した

①浸水範囲を入力
②10m間隔で横断線
（走査線）を設定
③LP標高データと水面
で囲まれる断面積を算出
④断面を繋ぎ体積を算出

A’

A

A’A

DEMと水面で囲まれる浸水
断面積を繋いで体積を算出

HV算定機能
現況から50cm間隔で水位を下げ
た場合の体積、面積を算出

中部地震津波対策技術センター

※ＤＥＭ （数値標高モデル：Ｄｉｇｉｔａｌ Ｅｌｅｖａｔｉｏｎ Ｍｏｄｅｌ）
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湛水量算定機能

正確な湛水量（排水対象量）の推定



技術センターの設立②排水ポンプ車状態監視システム(ＤＳシステム)(1/2)

排水状況

①南海トラフ巨大地震がひとたび発生すると、我が国最大の
海抜ゼロメートル地帯（約400km2）を抱える濃尾平野は、

広範囲かつ長期にわたり湛水する可能性が極めて高い。
②東日本大震災の津波による浸水被害に対する排水作業は、
広範囲かつ長期に渡り最大120台の排水ポンプ車が、昼夜
24時間体制で稼働した。

余震による津波注意報等が発せられる中、十分な安全対策
が施されないまま、排水ポンプ車による排水作業を実施した。

津波被災地夜間排水状況仙台空港浸水状況（2011年）

排水ポンプ車状態監視システム（ＤＳｼｽﾃﾑ）の開発

①遠隔監視による作業員の安全確保。
②効率的な排水作業の一元管理（稼働状況、稼働時間、概算排
水量、残燃料、故障状況を監視）。

開発の経緯

【サーバ装置】

【本部・事務所】
PC端末

インター
ネット

【現場】
タブレット端末
スマートフォン等

【排水ポンプ車】

衛星通信 又は
地上波通信

車載通報装置

・状態監視機能
・異常診断機能
・遠隔停止機能
・メール通報機能
・帳票機能

東日本大震災での津波浸水状況

排水ポンプ車状態監視システム（DSシステム）

中部地震津波対策技術センター
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技術センターの設立②排水ポンプ車状態監視システム(ＤＳシステム)(2/2)

ポンプ車の日報画面

災害時の排水作業における検証 【TEC-FORCE排水作業を災害対策室で監視】

中部地震津波対策技術センター

【監視項目】
・車両の位置情報
・車両動態（排水、稼働、待機など）
・車両毎の動作状況

【監視項目】
・車両ｴﾝｼﾞﾝ、発電機、ﾎﾟﾝﾌﾟ運転・停止
・DSシステム制御電源確認
・発電機、電圧、周波数
・各ポンプ、電流、回転数
・各ポンプ、INV故障、漏電
・非常停止
・発電機一括故障
・車両タンク燃料減少

東北TEC-FORCE
宮城県大崎市

事務所災害対策室（名古屋市）排水ポンプ車位置を
アイコンで表示

車両動態（排水・移動・待機など）
毎の台数を表示

各車両毎の動作状況一覧を表示
・動態（アイコン凡例）
・車両、発電機の運転・停止
・ポンプ運転台数、故障台数

地図表示画面

車両稼働監視画面

九州TEC-FORCE
佐賀県杵島郡大町町

【監視機能確認】
排水ポンプ車稼働中は、
主に以下の監視項目を確認
・車両位置情報
・ポンプの動作状況動態

（運転・停止）
・燃料
・稼働時間、概算排水量

排水ポンプ毎の排水量

排水ポンプ毎の
運転時間

ポンプ車日報

遠隔制御
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中部地震津波対策技術センター
③移動式アドホック型簡易水位計(1/2)

排水作業状態の遠隔監視により、水際付近には
極力立ち入らず、安全な高台等で作業を実施

導入前（東日本大震災の例）

排水ポンプ車の配置例（宮城県亘理町）

○印：排水ポンプ車

【TEC隊員及び業者】
排水ポンプ車付近で待機しポンプ稼
働状況確認（計器読み取り）や障害
対応（ポンプ目詰まり等）を実施

【排水状況確認】
湛水池に設置した測
量用スタッフの目視に
よる排水状況の把握

東日本大震災時の排水作業は、震度４以上の余
震が１８１回繰り返される中、津波浸水域では逃
場がなく、再び津波が来襲すれば二次災害の発
生が避けられない作業だった。

【安全確保】

いつ「大津波」が襲っ
てくるか分からない状
況下での排水作業
（夜間は退避）

導入後

水位計

移動式アドホック型
簡易水位計システム

排水ポンプ車状態監視システム
（DSシステム）
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「写真： 東日本大震災における活動記録（報告）東北地方整備局」に導入イメージ追加

写真 ： 国土地理院ウェブサイト
配置例： 東日本大震災における活動記録（報告）東北地方整備局資料を元に作成

写真： 東日本大震災における活動記録（報告）東北地方整備局

移動式アドホック型簡易水位計の導入後のメリット

目視で観測し
本部へ連絡

平坦な場所に固定し
水位計を投げ込む

計測のため
常時人員を

配置

再び津波襲来の
可能性あり！

二次災害
の回避

安全な場
所から

遠隔監視

導入前 導入後

人命を
守る

投込み式水位計

電源はリチウム
電池

または太陽電池
水場は

足元が悪く危険
（ガレキ、ぬかるみ

等）

測量用
スタッフの設置



③移動式アドホック型簡易水位計(2/2)

機器を配置するだけでバケツリレー方式でデータを送信し、
自律的に通信ネットワークを構成可能。※最大6段まで（約3,000m）

観測局

インターネット

遠隔で水位確認

表示システム

水位計

【アドホック通信区間】
電源・通信基盤不要で自立動作

【上位サーバへの伝送区間】
電源・通信基盤が必要

（排水ポンプ車を想定）

観測局

水位計

中継局 中継局

（水位計なし）

中継局

集約中継局 通信装置

集約
中継局

通信装置

排水ポンプ車に
集約中継局、通信装置を搭載

水位計

無線アンテナ

観測局

観測局の構成 集約中継局の構成

ロガー 通信機

システム画面

衛星回線

９２０ＭＨｚ帯の特定小電力無線を採用しており、小型・
軽量で省電力・低コスト化を実現。無線免許も不要。

観測日時
調整後
水位

湛水深
設置
地盤高

水位計

中継局

水位計

アドホック通信

アドホック通信 アドホック通信
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中部地震津波対策技術センター

アドホック通信技術を活用した可搬式水位計の配備により、
通信及び電力インフラが被災した地域でも湛水深の計測及び監視を行います。

○簡易水位計の特長 ○アドホックネットワークの特長



１．技術センターについて

２．中部地震津波対策技術センターについて

３．現場対応への技術検討

（１）排水オペレーション支援システム

（２）道路啓開オペレーション計画実行支援システム

（３）TEC-FORCE被災状況調査効率化

４．広域連携防災訓練・災害対策用機械の操作訓練

５．地方公共団体への支援

６．令和元年度の九州・東北地方におけるTEC-FORCE（中部技術事

務所）の活動報告
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講演内容
中部地震津波対策技術センター



• 津波等により、甚大な被害を受けた地域での救援・救護活動を支援するための「道路啓開」を最優先に行う。

• 全ての被災地への緊急物資輸送ルートを確保する。（7日以内）

全ての被災地への緊急物資輸送ルートを確保

関
西
方
面

北陸方面

関
東
方
面

全ての拠点へのアクセスルートを確保

くしの「軸」：目標：概ね1日

ＳＴＥＰ１ ＳＴＥＰ２

発災

くしの「歯」：目標：1～2日

ＳＴＥＰ３

被災地：目標：3日

１日 ２日 ３日

広域支援ルートを確保

沿岸沿いルートの道路啓開

被災地アクセスルートの道路啓開

７日

関
西
方
面

北陸方面

関
東
方
面

関
西
方
面

北陸方面

関
東
方
面

関
西
方
面

北陸方面

関
東
方
面

ＳＴＥＰ１：高速道路等の
広域支援ルート

ＳＴＥＰ2：沿岸部(被災地)
ｱｸｾｽﾙｰﾄ

ＳＴＥＰ3：沿岸沿いルート

広域支援ルート
（被災地外）

海上輸送ルート

拠点（人命救助、緊急物資輸送）へのアクセスルートを確保

拠点へのアクセスルート

…拠点

くしの歯ルート 拠点アクセスルート

人命救助のための救援・救護ルート確保へ向けたステップ

人命救助、緊急物資輸送のため
の広域防災拠点等へアクセス

中部版「くしの歯作戦」
中部地震津波対策技術センター
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くしの歯ルートの基本的な考え方

東日本大震災での教訓を踏まえ、発災後３日以内に人命救助のため救援・救護ルートを確保し、７日以内に生活支
援のため緊急物資輸送ルートを確保するなどの道路啓開のオペレーション計画（令和元年５月に改訂）

全ての被災地への緊急物資輸送ルートを確保



被災状況の把握

○維持業者・災害協定業者により道路パトロールを実施し、「くしの歯防災システム」にて被災状況を登録し共有。
○道路管理者は、道路パトロール結果の他、ＣＣＴＶ、防災ヘリコプターなどの情報を集約し確実に被災状況を把握。

①道路パトロール（自発的）開始

会社からパト開始、終了の連絡 →  事務所

維持業者、災害協定業者

②「くしの歯防災システム」に被災状
況を登録

道路管理者

CCTV 災害対策本部

①被災状況の収集

事務所

②被災状況の集約

防災ヘリコプター

くしの歯防災システム

NEXCO・県・市道のパトロール情報

※津波浸水想定区域においては、安全確保（避難場所の確保等）し
たうえで、道路管理者の指示を受けてから道路パトロールを開始

■大津波警報等発表中の津波浸水想定区域では、
広域監視カメラ、防災ヘリコプターによる情報収集

くしの歯防災システム(1/2)
中部地震津波対策技術センター
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②【被災状況の収集】

写真から緯度経度を
自動で読み取り地図

に表示

○災害現地からの報告作業の効率化、被災状況整理の迅速化

○道路啓開指示情報の共有

くしの歯防災システム画面

被災状況写真
を登録

インターネット網

災害協定業者

①【写真を登録】

③【道路啓開指示】

国土交通省・県・政令市

被害情報詳細

道路啓開作業の
開始※拠点事務所の担当者から、

参集場所の責任者へ連絡
し、災害協定業者へ指示

くしの歯防災システム(2/2)
中部地震津波対策技術センター
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１．技術センターについて

２．中部地震津波対策技術センターについて

３．現場対応への技術検討

（１）排水オペレーション支援システム

（２）道路啓開オペレーション計画実行支援システム

（３）TEC-FORCE被災状況調査効率化

４．広域連携防災訓練・災害対策用機械の操作訓練

５．地方公共団体への支援

６．令和元年度の九州・東北地方におけるTEC-FORCE（中部技術事

務所）の活動報告
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講演内容
中部地震津波対策技術センター



TEC-FORCE被災状況調査効率化の概要

着眼点

【目的】TEC-FORCE被災状況調査の作業効率化による負担軽減

疲労による作業効率
低下、体調不良発生

[開発3]TECロジ報告ツール

[開発2]TEC写真共有ツール

スマートフォンにて調査ルートを自動記録し、
DiMAPS登録が可能なツールを構築

調査写真をリアルタイムで整理・共有しDiMAPS
登録、様式作成を支援するツールを構築

定時報告、緊急連絡等を効率的に
実施するツールを構築

[開発1]TEC位置情報共有ツール

ロジ報告の効率化
（現地↔本部）

現地調査
（外業）の効率化

とりまとめ
（内業）の効率化

中部地震津波対策技術センター

従来の
活動状況

各班：電話
本部：一覧表
整理

・紙地図で
の位置確認
・巻き尺によ
る計測

移
動
に
よ
る

作
業
中
断

終了
報告

TEC基地での
写真整理作業、
様式とりまとめ、
本部報告

現地調査
（外業）

調査開始
（朝礼・宿発）

とりまとめ
（内業）

調査終了
（終礼・宿着）

移動 移動 移動
（長時間拘束） （長時間拘束） （長時間拘束）

TEC
派遣

TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）とは、被災した地方公共団体等の災害対応を支援する国土交通省の組織です。
TEC-FORCEは、被災地域の地方整備局や地方公共団体が、十分な災害対応を講じることが困難となるような大規模
自然災害において出動し、災害対応の支援を行います。

22



[開発1]TEC位置情報共有ツール

・調査ルートのDiMAPS登録に係る作業手間をシステム化により削減する。

メール自動
作成

定期的に
自動送信

サーバ
（新規作成）

GPS

既存アプリにて位置情報を取得しDiMAPSへ自動登録

[開発1]TEC位置情報共有ツールの試行状況

【 現地スマートフォン側の機能】
●調査ルートの位置情報（GPS）の取得機能

●位置情報のサーバ送信機能（定期的に自動送信）

【 サーバ側（PC）の機能】
●DiMAPS登録機能（サーバに送信された位置情報を自動で
DiMAPS登録（メール作成・送信）する機能）

DiMAPS
登録

位置情報（GPS）の
取得・伝送

DIMAPS登録

位置情報取得アプリ
（既存アプリ）

【システム構成】

中部地震津波対策技術センター
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[開発2] TEC写真共有ツール

写真
写真撮影
（カメラ機能）

スマホ操作で
タグ付け・コメント付与

写真のGPS情報より
自動整理

【 現地スマートフォン側の機能】
●写真の種類仕分け（タグ付け）整理機能（例：調査写真、広報用
写真、重要度、本部速報など）

●写真にコメントを付与する機能

●写真サーバ送信機能（自動送信、リサイズ等）

●DiMAPS登録機能（登録対象写真を選択し、ワンタッチで
DiMAPS登録（メール作成・送信）する機能）

【 サーバ側（PC）の機能】
●写真整理機能（フォルダ自動振り分け、コンタクトシート作成）

●アドレスマッチ機能（経緯度から住所を出力）

●写真台帳機能（住所、緯度経度、時刻、属性・コメントを表示）

・調査写真の整理・写真共有に係る作業手間をシステム化により削減する。
・撮影状況を閲覧・共有することで、調査状況がリアルタイムで把握できる。

撮影 伝送 整理・共有・DiMAPS登録

【システム構成】

写真伝送アプリ
（既存アプリ）

DiMAPS
登録

ワンタッチで
メール自動作成

サーバ
（新規作成）

定期的に
自動送信

PCでの閲覧画面
既存アプリにて写真を伝送しDiMAPSにワンタッチ登録

中部地震津波対策技術センター
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[開発3] TECロジ報告ツール

【 現地スマートフォン側の機能】

●定時報告機能： 定時報告（宿発、調査開始、調査（外業）終了、内業開
始、業務終了、宿着等）の報告・集約機能

定時報告機能
（新規作成）

緊急連絡

・調査開始、終了報告等の定期的な報告、本部とりまとめ作業を効率化する。
・本部からの緊急連絡が迅速かつ確実に調査班に伝わる手法を確立する。

【システム構成】

報告・共有

現地 本部

サーバ
（新規作成）

【 サーバ側（PC）の機能】
●緊急連絡（安全情報通知、安否確認等）機能：余震等が発生した場合の
安否確認など、迅速性を要する連絡・報告・共有（結果集計）機能

定時報告機能班情報登録画面

中部地震津波対策技術センター
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１．技術センターについて

２．中部地震津波対策技術センターについて

３．現場対応への技術検討

（１）排水オペレーション支援システム

（２）道路啓開オペレーション計画実行支援システム

（３）TEC-FORCE被災状況調査効率化

４．広域連携防災訓練・災害対策用機械の操作訓練

５．地方公共団体への支援

６．令和元年度の九州・東北地方におけるTEC-FORCE（中部技術事

務所）の活動報告
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講演内容
中部地震津波対策技術センター



●実施日 令和元年8月30日（金）（地震災害警戒本部訓練）、9月1日（日）（災害対策本部訓練）
●訓練ポイント
・「南海トラフ地震臨時情報※（調査中）」の発表時における対応手順の確認
・発災後の災害対策本部運営(防災ヘリやＤｉＭＡＰＳなど情報収集･共有、総合啓開、リエゾン・TEC-FORCE派遣等)
・TEC-FORCE活動計画（受援計画）に基づく広域進出拠点運営手順の確認
・関係機関と連携した道路・航路啓開、排水作業等実働訓練及び地方自治体、防災関係機関との情報伝達

令和元年度 南海トラフ地震防災対策推進連絡会広域連携防災訓練

【参加機関】
・中部地方整備局

・豊橋河川事務所
・名古屋国道事務所
・中部技術事務所
・浜松河川国道事務所
・多治見砂防国道事務所
・木曽川上流河川事務所
・岐阜国道事務所
・沼津河川国道事務所
・静岡河川事務所
・木曽川下流河川事務所
・三重河川国道事務所
・飯田国道事務所
・三河港湾事務所

・中部運輸局
・国土地理院
・第四管区海上保安部
・陸上自衛隊・海上自衛隊

・愛知県
・岐阜県
・静岡県
・三重県
・豊橋市
・飯田市
・三島市
・木曽岬町

・災害協定締結業者等

臨時情報(調査中)発表時における対応
(地震災害警戒本部)

広域進出拠点開設（恵那峡SA） 地方自治体首長との情報伝達
（テレビ会議：愛知県知事、豊橋市長、
木曽岬町長、飯田市長、三島市長）

自衛隊航空機(C130）を活用した車両輸送 排出油防除(三河港) 排水ポンプ車による排水作業(木曽岬町)

※南海トラフ沿いで異状な現象(半割れ、一部割れ、ゆっくりすべり)が観測され,防災対応を準備・開始するための情報

広域連携防災訓練
中部地震津波対策技術センター
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技術センターの設立災害対策用機械の操作訓練

九州TEC-FORCE
佐賀県杵島郡大町町

■ 愛知県ブロック災害対策用機械操作訓練
■ 開催日時 令和元年6月26日（水）、27日（木）
■ 実施場所 中部技術事務所構内
■ 参加者 中部地方整備局職員及び災害協定業者
■ 訓練内容 排水ポンプ車、照明車(10m級、20m級)、

無人化施工バックホウの操作訓練
移動式アドホック型簡易水位計の実演他

座学による安全指導

照明車（20m級）の操作訓練 移動式アドホック型簡易水位計の実演

無人化施工バックホウの遠隔操縦訓練現場で使えるロープワーク排水ポンプ車 排水ポンプの組立・投入・排水訓練

中部地方整備局職員及び災害協定業者を対象に、
排水ポンプ車、照明車、無人化施工バックホウの
操作訓練等を実施し、災害時の迅速な対応を図る。

訓練会場

中部地震津波対策技術センター
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移動式アドホック型
簡易水位計
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講演内容
中部地震津波対策技術センター



地方公共団体への支援

中部圏地震防災基本戦略
※
の優先的に取り組む連携課題の一つである「防災意識改革と防災教育及び人材育成の推進」を防災・教育部局が

主体となって取り組む目的で担当者会議を平成25年度に設立。
【構成員】長野県、静岡県、岐阜県、三重県、愛知県（各県防災部局・教育部局）、中部地方整備局（防災室、中部技術事務所）
【オブザーバー】静岡市、浜松市、名古屋市（各市防災部局・教育部局）、国土地理院、気象庁

中部５県(長野、静岡、岐阜、三重、愛知）の防災・教育部局が主催・共催・
協力等をしている防災教育の講座に関する各種情報について、各県及び各県市
町村で共有するため中部技術事務所HPにおいて公開している。

行政機関の職員の防災対応力向上を目指し、中部圏で横展
開可能な防災教育共通テキスト（案）を作成している。

○防災教育共通テキストの作成

「防災意識改革と防災教育及び人材育成の推進」

防災教育共通テキストのイメージ

【中部技術事務所HP】

防災教育講座 検索システム

○防災教育の取組状況の共有

※南海トラフ地震対策中部圏戦略会議において、南海トラフ地震等の巨大地震に
対して総合的かつ広域的視点から関係機関が一体となって重点的・戦略的に
に取り組むべき事項を協働で策定したもの

中部地震津波対策技術センター
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１．技術センターについて

２．中部地震津波対策技術センターについて
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（１）排水オペレーション支援システム

（２）道路啓開オペレーション計画実行支援システム

（３）TEC-FORCE被災状況調査効率化

４．広域連携防災訓練・災害対策用機械の操作訓練

５．地方公共団体への支援

６．令和元年度の九州・東北地方におけるTEC-FORCE（中部技術事

務所）の活動報告
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令和元年８月九州地方前線による大雨における中部技術事務所の対応

浸水箇所

六角川河口堰

浸水地域に油が流出したため、照
明車で水面監視を実施

有明海

河口堰下流右岸 河口堰上流左岸

六角川

順天堂病院

８月２７日（火）秋雨前線の活発な動きにより、九
州北部地方が大雨となり佐賀県杵島郡大町町
では浸水により病院などが孤立しました。

中部技術事務所からＴＥＣ－ＦＯＲＣＥとして排水
ポンプ車３台、照明車３台を派遣しました。

排水ポンプ車１４台で排水を実施、
中部技術事務所は３台が稼働

８月２９日

９月１日

排水状況 【写真 佐賀新聞ＨＰより】
中部技術事務所

R1.8.28～
R1.9.2

中部技術事務所
排水ポンプ車
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●東北TEC-ＦＯＲＣＥ●中部地方整備局管内支援

10/11
(金)

12
(土)

13
(日)

14
(月)

15
(火)

16
(水)

17
(木)

18
(金)

19
(土)

20
(日)

21
(月)

22
(火)

23
(水)

24
(木)

25
(金)

26
(土)

27
(日)

28
(月)

29
(火)

30
(水)

31
(木)

11/1
(金)

15
(金)

管内支援

東北地整へ
TEC-FOREC

台風１９号における中部技術事務所の対応(1/2)

10/12(土) 19時頃
伊豆半島に上陸

自治体支援
（静岡県焼津市）

出発前レク（東北派遣）

出陣式（東北派遣）

排水ポンプ車２台、照明車２台を沼津河川国道へ

排水ポンプ車１台、照明車１台を紀勢国道へ

排水ポンプ１台、 照明車１台を焼津市へ

排水ポンプ車１台（紀勢国道支援車両）を東北地整へ

排水ポンプ車２台（うち1台は焼津市支援車両）、照明車１台を東北地整へ

排水ポンプ車２台、照明車２台（４台とも沼津河川国道支援車両）を東北地整へ

中技TEC （第１陣）

中技TEC （第２陣）

中技TEC （第３陣）

２４時間体制での排水作業 （吉田川左岸14.0kp）

※派遣業者は10/30まで

排水ポンプ車１台を沼津河川国道へ

照明車１台を三重河川国道へ

R1.10.11～
R1.11.28
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撮影日：１０月２２日（１１：００）
状 況 ：現地排水状況

撮影日：１０月２０日（１５：００）
状 況 ：現地排水状況

撮影日：１０月１８日（１７：３０）
状 況 ：現地設置完了

撮影日：１０月２４日（８：００）
状 況 ：現地排水状況

撮影日：１０月２４日（１５：５０）
状 況 ：現地撤収作業完了

設置時より
約１５０ｃｍ水位低下

設置時より
約２６０ｃｍ水位低下

河川名：鶴田川
場 所：宮城県大崎市鹿島台地先（鶴田川 砂崎橋付近）
設置台数：排水ポンプ車（３０m3/min）２台、照明車（１０ｍ級）１台排水作業場所

台風１９号における中部技術事務所の対応(2/2)
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R1.10.11～
R1.11.28
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